
今
年
度
の｢

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー｣

の
募
集
に
市
内
の
学
校
か
ら
59

作
品
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

秋
田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
会
長
賞

髙
橋
萌
美
さ
ん(

飯
島
中
学
校)

秋
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
賞

長
谷
山
結
衣
さ
ん(

飯
島
中
学
校)

入
賞

駒
井
梨
紗
さ
ん･

進
藤
綾
乃
さ

ん･

相
原
有
那
さ
ん(

飯
島
中
学
校)

、

堀
井
美
智
さ
ん(

戸
島
小
学
校)

●
問
い
合
わ
せ

秋
田
市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
☎(

８
６
６)

２
２
６
０

｢

有
料
サ
イ
ト
だ
と
気
付
か
ず
に
画

面
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
い
っ
た
ら
、
突
然

会
員
登
録
さ
れ
、
料
金
を
請
求
す
る
画

面
に
な
っ
た｣

、｢

パ
ソ
コ
ン
を
起
動
す

る
た
び
に
、
料
金
請
求
画
面
が
表
示
さ

れ
、
再
起
動
し
て
も
消
え
な
い｣

な
ど

の
相
談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

年
齢
確
認
や
利
用
規
約
の
同
意
を
求

め
る
画
面
が
出
て
も
、
安
易
に｢

は
い｣

を
ク
リ
ッ
ク
せ
ず
、
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ

フ
ト
な
ど
は
常
に
最
新
の
状
態
に
し
ま

し
ょ
う
。

困
っ
た
と
き
は
、
決
し
て
相
手
に
連

絡
を
取
ら
ず
、
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
消

費
生
活
担
当
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☎(

８
６
６)

２
０
１
６

市
役
所
１
階
の
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

で
は
、
各
種
専
門
相
談
を
毎
月
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
時
間
は
１
人
30

分(
法
律
相
談
は
20
分)

。
日
程
な
ど
、

詳
し
く
は
広
報
あ
き
た
の
第
３
金
曜
日

発
行
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
〜
⑤
は
予
約
制
、
⑥
〜
⑧
は
予
約

不
要
で
当
日
受
け
付
け
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

相
談
担
当
☎(

８
６
６)

２
０
３
９

①
法
律
相
談

第
１･

３
木
曜
日
、
午
前
９
時
〜
11
時
40

分
　
内
容
▼

金
銭
、
契
約
、
離
婚
、
遺

言･

相
続
、
交
通･

労
災
事
故
、
損
害
賠

償
な
ど
の
相
談
に
弁
護
士
が
応
じ
ま
す

②
司
法
書
士
相
談

第
２
火
曜
日
、
午
後
１
時
〜
４
時

内
容

▼

登
記
、
相
続
、
借
金
、
成
年
後
見
制
度

な
ど
の
相
談
に
司
法
書
士
が
応
じ
ま
す

③
各
種
年
金･

社
会
保
険
等
相
談

第
２
金
曜
日
、
午
後
１
時
〜
４
時

内
容
▼

各
種
年
金
、
健
康･

雇
用
保
険
、

労
務
災
害
な
ど
の
相
談
に
社
会
保
険
労

務
士
が
応
じ
ま
す

④
公
証
人･

遺
言
相
談

第
３
火
曜
日
、
午
前
９
時
〜
正
午
　

内
容
▼

遺
言
や
相
続
な
ど
の
公
正
証
書

の
作
成
、
相
談
に
公
証
人
が
応
じ
ま
す

⑤
税
務
相
談

第
３
火
曜
日
、
午
後
１
時
〜
４
時

内
容

▼

贈
与
税
、
相
続
税
、
所
得
税
な
ど
、
税

務
全
般
の
相
談
に
税
理
士
が
応
じ
ま
す

⑥
行
政
書
士
相
談

第
１
金
曜
日
、
午
後
１
時
〜
４
時
　

内
容
▼

遺
産
分
割
協
議
書
、
遺
言
書
、

内
容
証
明
な
ど
の
文
案
や
許
認
可
申
請

の
相
談
に
行
政
書
士
が
応
じ
ま
す

⑦
行
政
相
談

第
２
水
曜
日
、
午
後
１
時
〜
４
時
　

内
容
▼

国
の
制
度
や
手
続
き
な
ど
、
行

政
活
動
全
般
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な

ど
に
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま
す

⑧
人
権･

困
り
ご
と
相
談

第
２
木
曜
日
、
午
後
１
時
〜
４
時
　

内
容
▼

い
じ
め
、
虐
待
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
、
差
別
問
題
な
ど
の
相
談
に
人
権
擁

護
委
員
が
応
じ
ま
す

冬
は
、
灯
油
な
ど
の
油
類
を
扱
う
機

会
が
多
く
な
り
、
燃
料
タ
ン
ク
か
ら
油

が
流
出
す
る
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
最

近
で
は
、
積
雪･

落
雪
に
よ
る
燃
料
タ

ン
ク
や
配
管
の
破
損
の
ほ
か
、
地
下
埋

設
管
の
劣
化
が
原
因
で
油
が
漏
れ
出
す

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

油
類
が
漏
れ
た
場
合
、
火
災
の
危
険

だ
け
で
は
な
く
、
河
川
な
ど
に
流
れ
る

と
周
辺
の
環
境
に
大
き
な
被
害
を
与

え
、
事
故
や
過
失
を
問
わ
ず
、
そ
の
原

因
者
は
多
額
の
処
理
費
用
を
負
担
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
燃
料

タ
ン
ク
の
減
り
具
合
を
点
検
し
、
設
備

の
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

環
境
保
全
課
☎(

８
６
６)

２
０
７
５

＊
火
災
が
心
配
な
場
合
は
、
消
防
本
部

予
防
課
へ
。
☎(

８
２
３)

４
２
４
７

通
行
止
め
と
な
っ
て
い
た
、
雄
和
田

草
川
と
御
所
野
方
面
を
つ
な
ぐ
本
田
橋

(

市
道
本
田
妙
法
線)

が
、
12
月
15
日
(日)

午
後
３
時
か
ら
通
行
可
能
に
な
り
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

明あ
か

る
い
選
挙
啓
発

せ
ん
き
ょ
け
い
は
つ

ポ
ス
タ

ー
の
入に

ゅ
う

選
作
品

せ
ん
さ
く
ひ
ん

が
決
定

け
っ
て
い

市し

道
本
田

ど
う
ほ
ん
で
ん

妙み
ょ
う

法
線

ほ
う
せ
ん

の

本
田
橋

ほ
ん
で
ん
は
し

が
開
通

か
い
つ
う

し
ま
す●問い合わせ

道路建設課
☎(866)2133

市役所からの
お知らせ＊市の事業について、詳しくは各課へお問い合わせいただくか、秋田

市ホームページをご覧ください。http://www.city.akita.akita.jp/

２

秋田市明るい選挙推進協議
会会長賞の髙橋さんの作品

市し

民
相
談

み
ん
そ
う
だ
ん

セ
ン
タ
ー
専
門

せ
ん
も
ん

相
談

そ
う
だ
ん

を
ご
利り

用よ
う

く
だ
さ
い

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
ワ
ン

ク
リ
ッ
ク
請せ

い

求き
ゅ
う

に
ご
注ち

ゅ
う

意い

燃ね
ん

料り
ょ
う

タ
ン
ク
の
点
検

て
ん
け
ん

は

定て
い

期き

的て
き

に
行
い
ま
し
ょ
う
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